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それでは、令和８年２月島田市議会定例会に提出しました「令

和８年度島田市一般会計予算」をはじめとする諸議案を御審議

いただくにあたり、私の市政運営に対する方針を申し上げ、議員

各位、市民の皆様の御理解と御賛同を賜りたいと存じます。 

 

１．はじめに～本市を取り巻く社会経済情勢～ 

近年、不安定な国際情勢に伴う資源・原材料価格の高騰や、円

安等によって物価が高騰し続け、市民生活ばかりか企業経営に

とっても厳しい状況が続いています。 

こうした状況にあって、国は、昨年これまで「地方創生」とし

て進めてきた取組に加え、「強い経済」の実現に重点を置き、地

方から日本を成長軌道に押し上げていくことを目指す「地域未

来戦略」を公表しました。 

静岡県内に目を移すと、リニア中央新幹線整備に係る大井川

の水資源の保全については、これまでの流域８市２町を交えた

議論を踏まえ、万一の場合の補償に関して、国の関与のもとに県
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とＪＲ東海が確認書を締結し、住民の不安解消に向けた進捗が

図られました。 

また、年始に発覚した中部電力浜岡原子力発電所の再稼働に

向けた審査における不適切事案は、重大な懸念事項となりまし

た。 

これらの広域的課題に対しては、引き続き市民の安全・安心の

確保を第一に、国、県及び関係市町と連携して対応していかなけ

ればなりません。 

本市においては、人口減少のスピードこそ緩やかになってい

るものの、団塊ジュニア世代が65歳を迎える2040年には人口

約８万人、高齢化率は約38％になると推計されています。 

人口減少・少子超高齢化は避けて通れない課題であり、労働力

不足、社会保障費の増大、医療・介護需要の急増などにより、現

在の社会・経済システムが維持できるのか懸念される中にあっ

ても、「持続可能なまちづくり」に向けた取組を進めていかなけ

ればなりません。 
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さらに、コロナ禍等を経て、人々の価値観は多様化し、生き方、

暮らし方、働き方などが大きく変化する中、ダイバーシティを尊

重する社会となっています。 

また、心身の健康維持と社会生活の充実によるウェルビーイ

ングを求める傾向が強まるなど、人々がより幸せに暮らすこと

が重視されるようになりました。 

加えて、市民意識調査では、本市の行政運営における課題とし

て、重要度が高く満足度が低い項目は、ここ数年、「魅力ある商

店街づくりなどの商業振興」や「公共交通機関の充実」などが挙

げられています。 

今、私たちがなすべきことは、こうした現状と課題を深く認識

した上で、長期的な視点に立ち、課題に真摯に向き合い、果敢に

挑戦し、未来に向けて着実に前へと進んでいくことです。 

 

２．新たな未来に向かって～第３次島田市総合計画スタート～ 

さて、令和８年度から、いよいよ第３次島田市総合計画がス
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タートします。 

第３次総合計画は、令和15年度までの８年間を計画期間とし、

２つの基本的な考え方である「人口減少、少子超高齢社会への対

応と課題の克服」、「持続可能なまちづくり」に基づいて策定し

ています。 

また、当初４年間の具体的な施策の方向性を示す前期基本計

画は、市民にとって分かりやすく、まちづくりを自分事として捉

え、参画していただくことができるよう、政策分野を７つから 

９つに再編しています。 

10年先・20年先を見据える一方で、第２次総合計画の評価や

課題等を踏まえ、本市を取り巻く環境の変化に柔軟に適応した

方策を、それぞれの政策分野に位置付けることによって、将来像

「笑顔あふれる 安心のまち 島田」の実現に向け、市民一人ひと

りが幸せを共感できる豊かなまちづくりを進めてまいります。 

 

（１）「安全・安心に暮らす」（防災、健康・医療・福祉、地域・
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生活） 

地方自治体の使命は、市民の安全・安心な暮らしを守り、市民

の暮らしに寄り添い、幸福度を高めることです。 

『防災』の分野では、近年の頻発・激甚化している風水害や土

砂災害、近い将来に発生が想定される南海トラフ巨大地震など、

あらゆる危機事態に対応できる体制の構築が行政に求められる

一方、高齢者等の要配慮者の増加と支える側の担い手の減少な

ど、地域の実態を的確に把握し、自助の意識向上を図りつつ、現

実的な共助の取組を促進してまいります。 

『健康・医療・福祉』の分野では、市民一人ひとりの健康づく

りを推進するとともに、急性期医療を担う地域の基幹病院であ

る市立総合医療センターの安定的な運営を確保し、誰もが安心

して質の高い医療サービスを受けられる地域医療体制の確保と

充実を図ってまいります。 

また、高齢者、障害者、子ども、生活困窮者など、支援を必要

とする人の課題が複雑化、複合化する中、福祉、介護サービス等
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の充実と関係機関の連携強化を推し進め、年齢や性別、障害の有

無にかかわらず、誰もが夢や希望を持ち生き生きと暮らすこと

ができるよう「地域共生社会」の実現を目指してまいります。 

『地域・生活』の分野では、中山間地域をはじめ、これからも、

誰もが住み慣れた場所で、安心して住み続けられるよう、地域の

実情に応じた利用しやすい公共交通の確保・充実を図ってまい

ります。 

また、在住外国人の比率も増加していく中で、国籍や文化の違

いなども含めた多様性を理解するとともに、互いを尊重し合う

機運の醸成を継続し、地域の一員として安全・安心に暮らせる

「多文化共生社会」の実現を目指してまいります。 

 

（２）「未来を創る」（子育て・教育、観光・交流・歴史・文化、

経済・産業） 

人口減少・少子超高齢化が進む社会にあっても、持続可能なま

ちづくりを推進し、未来を創っていくためには、「人づくり」と
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「働く場づくり」が重要です。 

『子育て・教育』の分野では、少子化と核家族化の進展によっ

て、仕事と子育ての両立に困難を抱える世帯がこれまで以上に

増加していることを踏まえ、「島田市版ネウボラ」をはじめ、子

育て世代に寄り添った切れ目ない支援の更なる充実や、地域全

体で子どもの健やかな成長・発達を支える環境づくりに取り組

んでまいります。 

加えて、家庭・地域・学校等の更なる連携の下、市民総がかり

で取組を推進するとともに、夢や目標を持ち、主体性や自律性、

自己肯定感を有する子ども、そして、地域を愛する心を持つ子ど

もを育てる教育を推進してまいります。                       

『観光・交流・歴史・文化』の分野では、市民の文化活動のす

そ野を広げることはもとより、蓬莱橋や大井川川越遺跡をはじ

めとする豊富な歴史資源を適切に保存・管理、継承していくこと

に加え、「島田市緑茶化計画」を旗印としたシティプロモーショ

ンを展開し、戦略的かつ効果的な発信により、認知度・魅力度を
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高めるとともに、市民の島田市への誇りや愛着を醸成する取組

の充実を図ってまいります。 

また、地域ＤＭＯと連携し、高まるインバウンド需要の機を捉

えるとともに、国内観光客の誘致にも注力し、観光消費の拡大を

図りながら、地域内の経済循環を促し、地域の活性化に結び付け

てまいります。 

加えて、ふるさと寄附金の更なる強化に向け、新たな返礼品の

追加などに取り組むとともに、本市に多様な形で関わる関係人

口の創出・拡大を図り、地域課題の解決や将来的な移住につなが

る取組を推進してまいります。 

『経済・産業』の分野では、時代の変化の中から未来につなが

る兆しを見出し、持続可能性を高めることができるよう、新たな

産業や企業の誘致を図るほか、中小企業者の経営革新や起業を

志す方へのサポートの強化・充実、茶業をはじめとする農林業者

等の生産性向上や販路拡大、輸出に向けたサポートなど、未来を

見据えた経営観を持つ事業者等への支援の充実を図ってまいり
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ます。 

また、中心市街地においては、にぎわいづくりの担い手となる

人材を育成・支援するとともに、空き家・空き店舗をはじめ、公

園、道路等の公共空間や既存の集客施設等の活用の促進により、

暮らし、過ごし、働きたくなる中心市街地づくりを進めてまいり

ます。 

このようにあらゆる産業で「稼ぐまち・稼げるまちづくり」を

進め、本市経済の持続的発展、地域活性化を目指してまいりま

す。 

 

（３）「次世代につなぐ」（都市基盤、環境・自然、行財政） 

持続可能で豊かな地域を次世代につなぐためには、社会・経

済・環境のバランスを取りながら、市民が主体となって取り組む

姿勢が不可欠です。 

『都市基盤』の分野では、道路や公園、上下水道などの社会イ

ンフラの多くが一斉に耐用年数を迎える中、計画的な老朽化対
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策や、長寿命化、更新により、適正な維持管理に努め、快適な日

常生活や円滑な経済活動を支える取組を進めてまいります。 

『環境・自然』の分野では、世界的な気候変動問題や生物多様

性の損失などの懸念から、これまで以上に環境配慮の重要性が

高まる中、ゼロカーボンシティの実現に向けて、引き続き、再生

可能エネルギーの導入や利用促進等を官民連携で進めていくと

ともに、資源のリサイクルや食品ロスの削減によるごみの減量

を進めるなど、市民一人ひとりに「今できること」を継続的に取

り組んでいくよう促してまいります。 

『行財政』の分野では、厳しい財政状況の中、ＡＩの効果的な

活用をはじめ、ＤＸにより業務に変革を起こし、さらなる市民の

利便性向上と行政経営の効率化を目指してまいります。 

また、経営資源の効果的な配分や業務改善、高い素養と柔軟な

発想力を持ち合わせた人材の確保、育成など組織力の強化を図

るとともに、公共施設マネジメントを推進し、多様化する市民

ニーズや行政課題に対応するための行財政改革に取り組んでま
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いります。 

 

４．結び ～「協働」から「共創」へ 未来へ駆ける～ 

本市を取り巻く様々な環境が変化し続ける中、これからのま

ちづくりでは、従来の考え方や手法に捉われることなく、行政と

市民、事業者、団体など多様な主体が一体となって、総合計画に

掲げる将来像の実現に向けた取組を着実に進めていかなければ

なりません。 

加えて、これまで以上に市民、事業者等との協働と対話によっ

て、さらなる共感を生む取組が必要となってまいります。 

また、社会が変わり、技術が進み、価値観が多様化する時代は、

同時に新たな可能性が生まれる時代でもあります。 

こうしたことを踏まえ、これまでの「協働」の考え方を発展さ

せ、目指すビジョンやゴールの設定の段階から、市民・事業者・

行政が共に連携・協力し、新たなまちの魅力や価値の創出を目指

し、ともに創りあげる「共創」の考え方を取り入れ、「市民との



- 13 - 

 

共創による、暮らしやすさの追求、ウェルビーイングの向上」に

向けた施策を進め、将来像「笑顔あふれる 安心のまち 島田」

の実現に向け、全力で駆ける一年としてまいります。 

この島田市に暮らす全ての市民が、より大きな幸せを実感で

きるよう、変化・失敗を恐れず、本市の未来に向けた挑戦への一

歩を踏み出してまいります。 

以上、令和８年度施政方針を申し述べました。 

引き続き、市政運営への御理解と御協力を賜りますよう心か

らお願い申し上げます。 
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令和８年度予算の大綱 

 

次に、令和８年度予算の大綱でございます。全国的には、雇用

や所得環境の改善などにより、緩やかな景気の回復傾向にある

一方、米国の通商政策の影響による景気の下振れ、また、物価上

昇の継続による個人消費への影響など、引き続き、社会経済情勢

の先行きは不透明な状況にあります。 

本予算は、このような社会経済情勢の変化に柔軟かつ確実に

対応し、市民一人ひとりの幸せや豊かな未来への希望を創出す

るための施策を推進するとともに、縮充の考えのもと、将来にわ

たり持続可能な財政運営に取り組むことにより、第３次島田市

総合計画に掲げる将来像、「笑顔あふれる 安心のまち 島田」

の具現化を目指し、編成しております。 

 

さて、昨年12月26日に閣議決定された国の令和８年度一般会

計歳入歳出概算は、令和７年度当初予算に比べ6.2％増の122兆
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3,092億円と過去最大の当初予算額となっています。 

また、地方財政対策全体の規模については、前年度比５兆

3,700億円増の102兆4,400億円程度、一般財源総額について

は、前年度比３兆7,364億円増の67兆5,078億円となっており

ます。 

 

こうした動向を踏まえて編成いたしました、本市の令和８年

度予算につきまして、御説明いたします。 

 

初めに、各会計の予算額を申し上げますと、一般会計は、457

億1,300万円で、前年度の当初予算に比べ９億900万円、2.0％

の増となっております。 

 

特別会計６会計の合計は、212億6,019万１千円で、前年度に

比べ４億9,006万７千円、2.4％の増となっております。 
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また、水道事業、病院事業及び公共下水道事業の企業会計の合

計は、支出ベースにおいて239億2,382万９千円で、前年度に比

べ５億829万１千円、2.2％の増となっております。 

 

これにより予算の総額は、908億9,702万円で、前年度に比べ

19億735万８千円、2.1％の増となっております。 

 

一般会計歳入予算でございますが、市の財政運営の根幹をな

す市税のうち、市民税につきましては、個人所得の増及び市内事

業者の業績の伸びを考慮し、個人市民税及び法人市民税の増収

を見込んでおります。 

また、固定資産税及び都市計画税につきましては、新築、増築

家屋分の増などによる増収を見込んでおります。 

軽自動車税は、総体的に堅調な伸びを考慮しております。 

市税全体では、前年度に比べ４億2,013万２千円、2.9％増の

148億9,316万７千円を見込んでおります。 
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地方交付税につきましては、普通交付税の令和７年度決算見

込み及び国の地方財政対策の推移などを考慮し、前年度に比べ

5.3％増の76億円を見込んでおります。 

 

市債につきましては、合併特例事業債の終了による皆減など

により、前年度に比べ４億3,500万円、18.6％減の19億370万

円となっております。 

 

なお、繰入金につきましては、ふるさと応援基金及び財政調整

基金繰入金の増加により、前年度に比べ３億7,824万６千円、

14.8％増の29億2,846万７千円となっております。 

 

一方、歳出予算の主な特徴でございますが、目的別の予算額の

割合では、３款民生費が最も多く、167億27万２千円と予算全

体の36.5％を占めております。 
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また、７款商工費につきましては、食料品等物価高騰対策・経

済対策支援事業の増などにより、前年度に比べ30.6％増の14億

3,922万円となっております。 

 

特別会計予算及び企業会計予算につきましては、それぞれ、所

要の歳入歳出予算を計上しております。 

 

それでは、第３次島田市総合計画に掲げる各政策分野の主な

施策の柱に沿って、主要な事業につきまして御説明いたします。 

 

政策分野１「防災」 

初めに、政策分野の１つ目は、「『防災』 全ての地域で安全

に暮らせるまちづくり」についてであります。 

 

「あらゆる災害に備える（防災・減災）」につきましては、各

自主防災組織が抱える課題解決のために指導・助言を行い、自主
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防災組織の防災意識の高揚を図るため、新たに防災アドバイ

ザーを設置してまいります。 

 

「不測の事態に柔軟に対応する（危機対策）」につきましては、

災害時に明瞭な音声により情報伝達を行うため、デジタル式同

報無線の整備工事に着手するとともに、長期間にわたる避難所

生活の負担軽減に加え、児童・生徒の熱中症対策として、引き続

き小中学校の屋内運動場への空調設備設置を進めてまいりま

す。 

また、新たな取組として、原子力災害発生時の基本的な行動に

ついて、レクリエーションを通じて学ぶ体験型防災イベントを

実施してまいります。 

 

「日々の暮らしを守る（消防）」につきましては、老朽化した

島田消防署金谷出張所の移転整備について、令和10年度の運用

開始に向け、敷地造成工事に着手いたします。 
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政策分野２「健康・医療・福祉」 

政策分野の２つ目は、「『健康・医療・福祉』 誰もがいつま

でも健康で元気に暮らすことのできるまちづくり」についてで

あります。 

 

「健康で自分らしく暮らす（健康）」につきましては、感染症

予防のため、高齢者を対象とする帯状疱疹ワクチン等への助成、

小児を対象とする五種混合ワクチンなどの定期予防接種の実施

を継続するとともに、新たに妊婦を対象としたＲＳウイルスワ

クチンの予防接種を実施してまいります。 

また、自治会等が設置する「ひんやりスポット」に対する補助

金につきまして、更なる活用の促進に努め、全市域における熱中

症対策を強力に進めてまいります。 

 

「適切な医療提供体制を維持する（医療）」につきましては、
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地域の基幹病院である市立総合医療センターについて、医療器

械器具の計画的な整備や更新等を行いつつ、質の高い医療を安

定的かつ継続的に提供できるよう、これまで以上の財政支援を

行ってまいります。 

 

「生きがいを持って安心して暮らす（高齢者福祉・介護）」に

つきましては、介護予防施策として、閉じこもりがちな高齢者が

気軽に集まり交流する「居場所づくり」や、介護予防に効果的な

体操「しまトレ」など、地域住民が主体となる活動に対する支援

のほか、高齢者の社会参加や生きがいづくりを推進するため、

「パワーリハビリ教室」や、「ｅスポーツ教室事業」などに引き

続き取り組んでまいります。 

 

「認め合い地域全体で支え合う（地域福祉・障害福祉）」につ

きましては、複雑化・複合化した福祉課題に関係機関が連携して

対応する重層的支援体制整備事業「しまwith」について、令和７
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年度に開始した「アウトリーチ事業」及び「参加支援事業」を更

に進め、包括的な支援体制の強化を図ってまいります。 

 

政策分野３「地域・生活」 

政策分野の３つ目は、「『地域・生活』 市民や事業者などと

協働し、誰もが住み続けたいと思えるまちづくり」についてであ

ります。 

 

「誰もがまちづくりに関わり、魅力ある地域をつくる（市民協

働・中山間地域振興）」につきましては、地域振興や住民支援な

どを行う地域おこし協力隊員について、これまでの観光分野及

び中心市街地の活性化に加え、移住・定住の促進の分野で増員

し、地域住民による主体的なまちづくりを推進してまいります。 

 

「住み続けたいと思える生活環境をつくる（住宅、公共交通、

防犯、交通安全、消費生活）」につきましては、通学や通院時等
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の移動手段となる、コミュニティバスや事業者が運行するバス

路線については、令和７年度と同路線の運行を継続します。 

また、川根地域におきましては、より利用者の利便性を高める

ことを目的として、地域住民主体による公共ライドシェア事業

に対する支援を新たに開始いたします。 

さらに、地域の重要な資源である大井川鐵道本線について、

県、川根本町と連携し、令和４年度の台風被害からの機能回復事

業に対し支援してまいります。 

 

政策分野４「子育て・教育」 

政策分野の４つ目は、「『子育て・教育』 子育て・教育環境

が充実するまちづくり」についてであります。 

 

「子どもを生み育てたくなる環境をつくる（結婚、出産、子育

て）」につきましては、発育期の切れ目ない支援・相談体制を充

実させるため、新たに５歳児健診を実施し幼児の心身の健全育
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成を図ってまいります。 

また、産後ママのデイサービスとして令和７年度から実施し

ている「湯ったりママケア事業」につきましては、より多くの産

後の母親に支援が行き届くよう実施回数を増やしてまいりま

す。 

 

「将来にわたって活躍できる子どもを育てる（義務教育）」に

つきましては、様々な児童・生徒に適切な教育を行うため、学校

教育支援員等を増員し、個に応じた学習環境の更なる充実に努

めてまいります。 

学校教育環境につきましては、文部科学省が掲げたＧＩＧＡ

スクール構想の実現に向け、全小中学校の児童・生徒に配備した

１人１台端末の更新を完了いたします。 

学校教育施設につきましては、令和８年度当初予算に先駆け

令和８年２月補正により実施する改修工事と合わせ、特別教室

への空調機の設置、トイレの洋式化など、児童・生徒の安全・安
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心な学習環境の整備に努めてまいります。 

また、学校給食につきましては、国と県の交付金を活用し、食

材費の高騰により保護者負担が増加しないよう軽減を図りつ

つ、栄養価が高くバランスの取れた給食を提供してまいります。 

 

「生涯を通じてスポーツを楽しめる環境をつくる（スポー

ツ）」につきましては、総合スポーツセンター、島田球場と第二

球場、金谷体育センターなどの体育設備の改修を行うとともに、

小中学校のグラウンド夜間照明のＬＥＤ化に着手します。 

また、小中学校屋内運動場などの26の体育施設で予約システ

ムと連動したスマートロックの利用を開始し、利用者の皆様が

より気軽に、安心して利用できる環境の整備を進めてまいりま

す。 

 

政策分野５「観光・交流・歴史・文化」 

政策分野の５つ目は、「『観光・交流・歴史・文化』 地域の
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魅力を活かして人が集うまちづくり」についてであります。 

 

「地域の魅力を活かした観光振興を図る（観光）」につきまし

ては、観光分野に精通し、専門的知識や最新の動向を把握する専

門人材を地域活性化起業人として新たに委嘱し、効果的な観光

施策を進めてまいります。 

また、市内宿泊者に対し市内で使用できるクーポンを配布す

る物価高騰対応宿泊等促進キャンペーン事業、団体ツアーを企

画する旅行事業者に補助金を交付する物価高騰対応観光誘客促

進事業など、観光誘客や宿泊需要喚起と観光消費の拡大を目的

とした事業を実施いたします。 

さらに、憩いの場や賑わいの創出を目的とした蓬莱橋右岸側

の整備事業を完成させるなど、観光客の受け入れ施設の整備を

計画的に進めてまいります。 

 

「島田の魅力を発信し、地域の活性化につなげる（シティプロ
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モーション）」につきましては、島田市緑茶化計画ＷＥＢサイト

のリニューアルやＷＥＢ広告の配信・分析などを実施してまい

ります。 

また、本市をＰＲする新たな返礼品を開拓するなど、ふるさと

納税の更なる増収に努めてまいります。 

 

「誰もが暮らしたい、関わりたいと思う魅力ある地域をつく

る（移住・交流）」につきましては、地域おこし協力隊員を採用

し、移住相談会等を活用して移住希望者に積極的かつ効果的な

アプローチをするとともに、移住・就業支援金を交付するなどに

より、移住の促進を図ってまいります。 

 

「育まれた歴史・文化で、地域愛の醸成を図るとともに学びの

場を提供する（歴史・文化）」につきましては、市民と本市ゆか

りの著名人との交流の機会を創出する地域文化共創事業、及び

地域アーティスト応援事業など、多くの市民が文化芸術と親し



- 28 - 

 

む機会を創出し、文化芸術への関心の高揚と郷土愛の育成に努

めてまいります。 

また、市民が快適に文化事業に参加できるよう、文化事業の場

となるプラザおおるりの長寿命化のための大規模改修などを実

施してまいります。 

さらに、大井川川越遺跡の川会所の移築復元については、令和

９年度の完成に向け工事を進め、当時の街並みを再現すること

で、地域の歴史を広く周知するよう努めてまいります。 

 

政策分野６「経済・産業」 

政策分野の６つ目は、「『経済・産業』 地域経済を力強くリー

ドするまちづくり」についてであります。 

 

「地域で活躍する人を増やし、地域経済を発展させる（人材確

保）」につきましては、少子化の影響により優秀な人材を確保す

ることが難しい中、ＵＩＪターン就職を促進するため、首都圏等
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の学生と市内事業者の交流会を開催します。また、東京圏の学生

を対象とした就職活動に係る旅費や引っ越し費用に対する助成

のほか、新たな事業として事業者が行う奨学金返還支援制度に

対する助成などを行ってまいります。 

 

「未来を見据えた経営に取り組む中小企業を育てる（中小企

業支援）」につきましては、産業支援センター「おびサポ」を「（仮

称）おびサポＰＬＵＳ」に拡充します。 

また、情報収集のための企業訪問を強化するとともに、新たに

コミュニティマネージャーを配置し、市内企業と革新的技術や

ノウハウを持つ事業者とのマッチングの促進、中・高・大学との

連携体制の構築など、実効性のある施策を展開し、市内企業の稼

ぐ力を高めてまいります。 

加えて、先端設備の導入による生産性の向上により従業員の

賃上げに取り組む事業者を対象として、先端設備導入費助成を

実施いたします。 
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「商店街や個店を支援し、地域のにぎわいを生み出す（にぎわ

い創出）」につきましては、消費喚起による市内経済の活性化に

加え、物価高騰の影響を受ける市民生活の支援を目的に、全市民

を対象に商品券を配付してまいります。さらに、市民の希望者を

対象にプレミアム付きデジタル商品券の販売を行ってまいりま

す。 

 

「地域の特色を活かし、付加価値の高い農林業を進める（農

業・林業）」につきましては、海外ニーズの高い有機茶・てん茶

等へ転換する農業者に対し、新たに茶輸出拡大生産体制強化支

援事業を実施いたします。 

また、光熱水費や資材等の価格高騰の影響を受ける茶商、認定

農業者、及び林業事業者に対し、それぞれへの支援を実施いたし

ます。 

林業の低迷等により、森林の整備が遅れ森林の持つ多面的機
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能が低下しているため、森林環境譲与税を活用し植林や防護柵

設置等を行う事業者に対する支援を増額してまいります。 

 

政策分野７「都市基盤」  

政策分野の７つ目は、「『都市基盤』 ひと・地域を支える都

市基盤が充実するまちづくり」についてであります。 

 

「便利で魅力あるまちをつくる（都市計画）」につきましては、

新たな稼ぐ拠点の候補地選定に向け、産業団地開発適地調査に

着手いたします。 

また、富士山静岡空港を活かし、にぎわい創出や交流人口拡大

などの地域活性化を推進するため、富士山静岡空港周辺におけ

る自動運転導入可能性調査を実施いたします。 

 

「安全で快適な生活基盤を整える（生活道路・河川・公園・上

下水道）」につきましては、市道の舗装修繕を早急かつ計画的に
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推進するため、新たに緊急舗装補修対策事業を実施いたします。 

また、老朽化が進む市道南おび通り線のウッドデッキにつき

まして、改修を進めてまいります。 

河川改修事業につきましては、近年の短時間かつ局地的な豪

雨による浸水被害の激甚化に対応するため、大きな被害が想定

される地区を対象に、浸水被害の軽減に向けた取組を計画的に

進めてまいります。 

上水道事業につきまして、目視できない埋設管の劣化状況を

確率的に算出し、有収率の向上と全国的に多発している水道管

破損事故を予防するため、新たにＡＩ管路診断システムを導入

いたします。 

 

「地域と地域の活発な交流を支える道をつくる（幹線道路）」

につきましては、令和９年度完成予定の色尾大柳線改良事業に

加え、谷口道線改良事業や谷口中河線改良事業などの市道の継

続整備を進めてまいります。 
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また、引き続き道路照明灯の修繕や橋りょうの長寿命化修繕・

耐震事業を進めてまいります。 

 

政策分野８「環境・自然」 

政策分野の８つ目は、「『環境・自然』 豊かな自然環境を維

持し、ともに生きるまちづくり」についてであります。 

 

「脱炭素社会の実現に挑戦する（脱炭素社会・循環型社会）」

につきましては、ゼロカーボンシティの実現に向け、引き続き蓄

電池施設等を設置する家庭に対する助成を行ってまいります。 

また、ごみの分別収集の実施、古紙等の集団回収や生ごみ処理

容器等購入などへの支援を行い、引き続きごみの減量・資源化を

推進してまいります。 

 

「農地や森林を守り、みどり豊かな自然を育む（森林環境・緑

地保全・緑化活動）」につきましては、森林の適正管理や積極的
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な整備が進まない状況を改善するため、森林経営管理制度全体

計画の作成に着手いたします。 

また、林業施業の効率化を図るため、林業機械等の整備に対す

る支援を新たに実施いたします。 

 

政策分野９「行財政」 

政策分野の９つ目は、「『行財政』 経営改革を進め、人口減

少社会に挑戦するまちづくり」についてであります。 

 

「安定的・継続的な市民目線の行財政運営を進める（行財政改

革・人材育成・情報公開・広域連携）」につきましては、新たに

国への派遣研修を実施するなど、幅広い分野の計画的な研修を

実施し、複雑多様化する住民ニーズにきめ細やかに対応できる

職員を育成してまいります。 

また、幅広い人材の確保を目指した職員採用を推進するため、

県内外の大学訪問等を拡充してまいります。 
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「デジタル技術の活用により市民の利便性を向上し、行政経

営を効率化する（デジタル）」につきましては、引き続きデジタ

ル活用支援員を配置し、高齢者を始めとする様々な方がデジタ

ル機器を安心して利用できる環境づくりに努めます。 

また、補助金申請や公共施設使用申請など、市民生活に身近な

事務手続きの電子化を進めてまいります。 

更に、市の事務執行につきましては、生成ＡＩの活用や国が標

準化を進める自治体情報システムの運用により、事務の効率化

などを図ってまいります。 

 

「公共施設の適切かつ効果的な利活用を進める（公共施設の

保全・再編・利活用）」につきましては、公共施設管理の質の均

一化を図りつつ、維持管理コストを縮減していくため、引き続き

公共施設包括管理業務委託による施設管理を行ってまいりま

す。 
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また、公共施設の品質、保有量、管理費の適正化を具現化して

いくため、公共施設再編計画の策定に着手いたします。 

 

最後に 

最後になりますが、物価高騰や激甚化・多発化する自然災害、

デジタル社会への急速な移行などにより、市民を取り巻く環境

は急激に変化しております。このような中、市民に最も身近で、

市民に寄り添った行政サービスを提供する基礎自治体の役割を

深く認識し、複雑化・多様化する行政課題や市民ニーズに対し、

的確かつ迅速に対応していく所存であります。 

議員各位をはじめ、市民の皆様には、今後とも深い御理解と御

支援、御協力を心からお願い申し上げて、令和８年度施政方針と

予算の大綱とさせていただきます。 

 


